
写真・編集：晝間 

 
 

 NPO 法人バランス 21 

堂谷津の里 自然だより    ２０１９年 1月 
 

 

                    

   

2019.1.1 

ピリッとした風を感じて身が引き締まる 2019 年の幕開け、鳥たちのさえずりに心が和みます。葉を落と

した木々の間に気づかなかった冬の楽しみを見つけることがあります。ウスタビガの鮮やかな繭殻、カマキリ

の卵鞘・・冬には冬の楽しみ、四季の移ろいを眼の前で感じられるのは里山の醍醐味でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

 

＜季節メモ＞ 

 

春の七草 

虫を啄む 
シジュウカラ 

アオサギ 

セグロセキレイ 

メジロ 

バードウォッチング 

スズナ（カブ） 

 

スズシロ（ダイコン） 

ナズナ 

ゴギョウ 
（ハハコグサ） 

ハコベラ     
（ハコベ） ホトケノザ 

(コオニタビラコ) 

早春にいち早く芽吹く「春の七草」の生命力にあやかって、無病息災を祈る七

草粥、旧暦の 1 月 7 日は今の 2 月ですから、この時期にはちょっと早いのです

が堂谷津の里で探してみました。最近はスーパーなどでパック詰めされています。 

 

セリ 

野鳥でにぎわう冬の里山     

足元を見ればほっこり春！  

 

モズ 

エナガ 

アオジ 

ハコベラ     
（ハコベ） 

みつけたもの 


